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　　　　　　　此頃ホ望前哨で面白い星　　　　　N　K　生
0楯座R攣光星
　赤径　王8時432分　赤緯南5048’
双眼鏡的憂三星でtrゴフトPigg・ttの獲見で分り易い所｛二ある。攣光t工4・8等一9・7
等で週期1171日等與へられて居るか不規則であ．る。攣光が仲々早いので極めて面白
い星である。庇の星ビ北冠座R霊に双眼鏡71effつて居る方に総て憶測して頂きナこい
極大ag［こit肉限でもやられるがR2）位置が楯座の星の雲にあり誤差が大き．くなるか
ら、成るべく双眠鏡の方が好い。双眼鏡乃至　‘4　ptの望蓮鏡所有者の爲めに圖彪入れ
索。スケー　）vの大きな方ほ瀞ン星圖の一部で十等星まであしJ　N光度ほ⑦が星型誤咳
易いのでケ8・3等た8・3にしてあり原圖11A・A・V・S・O・のものな取つナこ。星の下1；
一一ｪ引いてあるのに二重星である。62の光度にHRによる。小スケ・一　）vの圖に光度
の大きな揚合に使用ずる。（a・bに假名）
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OM　4　N・G・C・．6121　星團
　赤径　16NS　18・7分　赤緯南2602P
　　　a．ぜ＠。
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　OM81．　・M82
　　　渦験星雲
赤径　9暗「50分
　赤緯4ヒ6go30，
　二つの星雲が
約＄度離れて居
るだけで一度lt．
二つ見る事二号註葺
來る大壱い明る
い方が81で82に
淡く形も長い0
81し工申心が鼻常
に輝いて居る．o
アントロメダの
星霊よりltつき
り見える檬な争
力sすろ。爲；翼1二
よる亡何れも野
面である。
蝸座αtaの南三角貼にある大きな星團で双眼鏡で認める事が出門る。散開して．
居うが星匡小さく小望澆鏡でば其れほこ美しくばない。少し長い。
○星群
　赤脛　17時40分　赤緯北50
　位置ば大酔で不正確であるが蝸遣座βの北に當る。通常の星圖1二に揖て居ない。
肉眼で辛じて認め得ろ程度であろから双眼鏡で立派に見える。二吋なれば立派な星
團に．見えろ。
OM20　NボG．　C．6514　星雲
　赤径　　17時…57・55｝・　赤緯睡12｝うQ2，
．此の星雲ミ南のM8　ll射手座の碇で三角形為爲し：夏の夕肉限で容易に見付ける事
が出彫る4から少し離れ，て一群の星がある。此の群の東端に薄い星雲が見つかる
庇れが有名な三裂星雲であろ。（Trifid　Nebula）4吋で注意すろ電庇の星雲の中央に
二三の裂目fP．　ttuろ事が禺來る〇十型なれば隣分明瞭である。．讃者諸君tSl　i］ツクの篇
眞で此の星雲ぱ御承知t思ふがこの星雲でも爲虞ほこのものなものほ見えない事な
知って槻測輩られ」ば3吋程度（認めずこ芝いふだけで恵白い事だらう。
OM8　N　G．　C．　65－3
　赤径　　17日S58．8分　　赤緯南28023，’．
　単20のずぐ南であり、肉眼でよく見えろ群があ．うから探ずのば樂であろ。美事な
散開し71星團の上に輝いアこ星雲が重って居るので小望蓮鏡でよく見えろ0
0N・G・c・6633　（H・Vlll　72）　散閉星團
197
　赤樫　1tS時24・6分　赤韓北（；020’
　蛇座にあっ’（肉眼でも見える。双眼鏡でもよく見え3吋なら多鼓の星が見える0
10吋でに實に盛大なる剛直である。大きな群だから二軸率で充分でめる。吐の星團
のSfのSWI：BユNendellが長週期礎光星T4e・獲麟し7：0
近頃の木星
　今年tmの間長く露天で批の壮大な星の親思が幽早る02吋々持つ人1工50廣使へ
ば明らかに二條の轟々認める事が出勝る。近頃の帯の様子はこうか私の観測な基に
して書く。岡に4月26日午後11時京都の10吋反射望蓮緊々6認定1＝絞って170倍な
使つ、飼いナニ圓である。大赤鮎が子午線上に來て居る。例の通り圏に南北反：到である
北牛球
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤道附近の暗樽が慰撫髭1難1愈擁蕪嚢鰻顯
響ぞ：飛麟1婆轟
　　㌧「・．．・百『、∴．．・・，’辱　　　鰍見える。
憲謎蜘留謹麟灘1騰
して居る。此の暗帯ほ割に淡い。此の帯の南にも一つの暗帯が有るが雌の間に大赤
鮎がある。大赤鮎のfoが昨年ピ比して差の大きな所である。大鰭ご暗帯が宣い7二様
になって居て此の褻の所に又二つに分れて圃の左翼の帯「に績いて居る。大赤黙i工闊
の通り南側の暗帯に深く入込んで居る。今1工大赤鮎の中に鍛箇の二二が有り仲々立
滋である。穴赤鮎が有る爲に山繭の右のあナこりの躯化が各白縛により最も興味多い
鮎である。今後此のあず：りがこうなるか三下鏡を持つ方tt黙の子午線絶過々坂って
充分研究されん事々希望する。
小遊星の現下
　蜀逸中央局の璽行に係るKleine　Planetenによれば毘式に登錐されず二ろ小遊星ば
】922Mcまでにて975箇あり。不確定なるものも敷十箇あれば1000箇t：reするt工近
春事なろぺlo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
慧國三星銀測者儲舎A・A・V・Sα　の現挨
　iYL，i年U月よリ1922午10月に到る観測の統計によれtf同期間の観測者ば僅か72名
にて魏測ぜる星数は372箇で観測数合計17021簡の多ttt：登って居る。褒會されて
より10年鹸牲に最近二三rPI：愈激なる登口ななし野郎東洋の観測者な典めハーヴア
ード天文蛋を中心ピして活動ぜる同會の壁展ぶり1工奄く驚くべきである。親測者の
多く1工素人であll望還鏡によリ得た総ての観測に臓悪罵來緯計14萬の多きに漏して
居る。昨年度の最多数観測者tt　Pelt・ir氏で6吋により貴に2334箇であs）次のLac。
chini氏に5吋により1856引割測して居る。小乃至中尾径の男帯鏡が如何に活動t
るか次の量目量見られ，t：し0
　20r｝　　2，　；sn．t　　8，　　4吋　　6，　　5険賢。　5，　　6吋　　4，
　7吋　10，8吋　4，10吋　1，19吋　2，15吋　1，16吋　1
同創日並調人’＝限らす憂光星々叡噛すろ人であれば入脅々許可して居る（但し長画
期憂光星のみ親測，
（??）
